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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年8月28日(2008.8.28)

【公開番号】特開2005-339549(P2005-339549A)
【公開日】平成17年12月8日(2005.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2005-048
【出願番号】特願2005-149904(P2005-149904)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  12/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  12/00    ５１３Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月10日(2008.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のドキュメントからデータを共有することにより第２のドキュメントを表示するコ
ンピュータ実装の方法であって、前記第１のドキュメントおよび前記第２のドキュメント
が事前定義されたドキュメントスキーマに対応する方法は、
　（ａ）前記第２のドキュメントを表示する指示を受け取るステップであって、前記第２
のドキュメントは、ヘッダ、前記第２のドキュメントに埋め込まれたそれぞれが一意の識
別子に関連付けられているデータ参照エントリの１または複数を含むアプリケーション選
択、それぞれが前記アプリケーション選択の前記データ参照エントリの１または複数に関
連付けられているデータエントリの１または複数を含むユーザデータ選択、およびデータ
ソースの指示を含む前記第１のドキュメントの共有情報を含む前記第２のドキュメントで
あって、前記第１のドキュメントおよび前記第２のドキュメントはそれぞれアプリケーシ
ョン編集表面を有する前記第２のドキュメントである、受け取るステップと、
　（ｂ）第１のドキュメントの前記共有情報についての前記データソースを特定するステ
ップと、
　（ｃ）前記共有情報に関連するデータを取得するために、前記データソース上でライブ
のクエリを実行するステップと、
　（ｄ）前記共有情報に基づいて前記データの表示を生成するためにデータを評価するス
テップと、
　（ｅ）前記共有情報に基づいて前記データの前記表示を含む前記第２のドキュメントの
表示をインスタンス化するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記データソースは、複合データソースであることを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記データソースは、前記第２のドキュメント内に含まれ、前記事前定義されたドキュ
メントスキーマに従ってリソース参照により示され、前記事前定義されたドキュメントス
キーマはｘＰａｒｔデータエンティティに関連付けられることを特徴とする請求項１に記
載の方法。
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【請求項４】
　前記データソースは、リソースリンクを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記データソースを特定するステップは、前記第２のドキュメントの前記アプリケーシ
ョン選択から前記データソースを特定するステップを含むことを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　前記データソースを特定するステップは、前記第２のドキュメントの前記ユーザデータ
選択から前記データソースを特定するステップを含むことを特徴とする請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　前記第２のドキュメントの前記表示のインスタンス化は、オーディオ形式で前記共有情
報に基づいて前記データの前記表示をインスタンス化するステップを含むことを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のドキュメントの前記表示をインスタンス化するステップは、ビジュアル形式
で前記共有情報に基づいて前記データの前記表示をインスタンス化するステップを含むこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記共有情報に基づいて前記データの表示を生成するために前記データを評価するステ
ップは、前記ユーザデータ選択の前記データエンティティのうちの１つから前記テータに
ついての変換情報を特定するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　事前定義されたドキュメントスキーマに対応するドキュメントを表示するコンピュータ
実装の方法であって、
　ドキュメント部分を前記ドキュメントに挿入するための指示を受け取るステップであっ
て、前記ドキュメント部分は前記事前定義されたドキュメントスキーマに対応する、受け
取るステップと、
　前記ドキュメントを取得するステップであって、前記ドキュメントは、ヘッダ、そこに
埋め込まれたそれぞれが一意の識別子に関連付けられているデータ参照エントリの１また
は複数を含むアプリケーション選択、およびそれぞれが前記アプリケーション選択の前記
データ参照エントリの１または複数に関連付けられているデータエントリの１または複数
を含むユーザデータ選択を備え、前記ドキュメントはアプリケーション編集表面を有する
、取得するステップと、
　スキーマライブラリから前記事前定義されたドキュメントスキーマを取得するステップ
と、
　前記事前定義されたドキュメントスキーマに従って、ドキュメント部分を作成するステ
ップと、
　第１の一意の識別子を前記ドキュメント部分と関連付けるステップと、
　事前定義されたドキュメントスキーマに従って、前記ドキュメントの前記アプリケーシ
ョン選択の最初のデータ参照エントリに、前記ドキュメント部分の少なくとも一部分を挿
入するステップであって、前記第１のデータ参照エントリの前記一意の識別子は前記第１
の一意の識別子である、挿入するステップと、
　事前定義されたドキュメントスキーマに従って、前記ドキュメントの前記ユーザデータ
選択の第１のデータエントリに、前記ドキュメント部分の少なくとも別の一部分を挿入す
るステップと、
　前記挿入されたドキュメント部分を含む前記ドキュメントを格納するステップと、
　前記第１のデータ参照エントリおよび前記第１のデータエントリに基づいて、ドキュメ
ントを表示するステップであって、前記ドキュメント表示は、前記挿入されたドキュメン
ト部分の表示を含む、表示するステップと
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　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記事前定義されたドキュメントスキーマは、ＸＭＬ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｍａｒｋｕ
ｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）ドキュメントスキーマであり、前記事前定義されたドキュメント
スキーマに従って前記ドキュメント部分を作成するステップは、前記ドキュメント部分の
少なくとも一部分をｘＰａｒｔ参照タグでラップするステップを含み、前記ドキュメント
部分の前記少なくとも一部分を第１のデータ参照エントリに挿入するステップは、前記ド
キュメントの前記アプリケーション選択において、ｘＰａｒｔ参照タグでラップされた前
記ドキュメント部分の一部分を挿入するステップを含むことを特徴とする請求項１０に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記事前定義されたドキュメントスキーマに従って前記ドキュメント部分を作成するス
テップは、前記共有情報の少なくとも別の一部分をｘＰａｒｔタグでラップするステップ
を含み、前記ドキュメント部分の前記少なくとも別の一部分を第１のデータエントリに挿
入するステップは、前記ドキュメントの前記ユーザ選択においてｘＰａｒｔタグでラップ
された前記ドキュメント部分の前記別の部分を挿入するステップを含むことを特徴とする
請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ドキュメントは強く型付けされていることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　スキーマライブラリを格納するデータベースと、
　機会命令が格納されているメモリと、
　前記データベースと前記メモリを連結するプロセッサであって、
　　ａ）そこに埋め込まれたそれぞれが一意の識別子を有するデータ参照エントリの１ま
たは複数を備えるアプリケーションデータ選択、それぞれがアプリケーション選択データ
参照エントリの一意の識別子に関連付けられたデータエントリの１または複数を備えるユ
ーザデータ選択、およびヘッダ選択を含む強く型付けされたドキュメントを取得するステ
ップであって、前記強く型付けされたドキュメントが、共有データについてのデータソー
スの指示を含み、事前定義されたスキーマに関連付けられ、前記強く型付けされたドキュ
メントがアプリケーション編集表面を有する、取得するステップと、
　　ｂ）前記強く型付けされたドキュメントを表示する指示を受け取るステップと、
　　ｃ）前記スキーマライブラリから、前記事前定義されたスキーマを取得するステップ
と、
　　ｄ）前記前記ドキュメントから、前記事前定義されたスキーマに従ってデータソース
を特定するステップと、
　　ｅ）前記共有データを取得するために前記データソース上でライブのクエリを実行す
るステップと、
　　ｆ）１または複数のデータ参照エントリおよび１または複数のデータエントリに基づ
いて、前記共有データの表示を生成するための前記データを評価するステップと、
　　ｇ）前記共有データの前記表示を含む前記強く型付けされたドキュメントの表示をイ
ンスタンス化するステップと
　を含む複数の機能を実行するための機械命令を実行するプロセッサと
　を備えたことを特徴とするビジネス情報システム。
【請求項１５】
　前記データソースは、複合データソースであることを特徴とする請求項１４に記載のシ
ステム。
【請求項１６】
　前記データソースは、データを取得するためのビジネス情報リソースのためのリソース
リンクを含むことを特徴とする請求項１４に記載のシステム。
【請求項１７】
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　前記データ参照エントリの少なくとも１つはｘＰａｒｔ参照タグを含み、前記データエ
ントリの少なくとも１つは、ｘＰａｒｔタグを含むことを特徴とする請求項１４に記載の
システム。
【請求項１８】
　前記データソースを特定するステップは、前記強く型付けされたドキュメントの前記ア
プリケーション選択から、前記データソースを特定するステップを含むことを特徴とする
請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記データソースを特定するステップは、前記強く型付けされたドキュメントの前記ユ
ーザデータ選択から、前記データソースを特定するステップを含むことを特徴とする請求
項１７に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記共有データの表示を生成するためにデータを評価するステップは、前記ユーザデー
タ選択のデータエントリから前記データについての変換情報を特定するステップを含むこ
とを特徴とする請求項１７に記載のシステム。
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